
を短縮しての実施となりました。（ジェリービーンズ
さんと水津さんは、雨雲レーダーとにらめっこだった
そうです。）昼の部は、通常の半分である20分間のコ
ンサートでしたが、夕の部は、無事に予定通り実施で
きました。雨の後という事もあり、湿った空気の中、
暑さにやられそうになりながらも、職員が汗だくにな
り、うちわで利用者さんを仰ぎ続ける姿が印象的でし
た。声がかれるほど一緒に歌ったり、室内で外から漏
れてくる音楽を聴いたり、ZOOMでの映像を楽しん
だり、外周を散歩しながら聴いたり、暑さ対策のアイ
スノンを頭にあてたり、無理をせず早めに病棟に帰っ
たりと、それぞれの参加の仕方がありました。また楽
器や手作りのうちわを持ちながら、ジェリービーンズ
さんと一緒に音楽を楽しんでいるように感じました。
無事ジェリービーンズさんの生の演奏をきいて頂くこ
とができ、本当によかったです。
　夏祭りフィナーレは火文字です。火文字とは鉄管の
支柱に針金でマス目を作り灯油にしみこませた縄で絵
や文字を作って針金に固定したものです。来年の学園
創立60周年プレ企画として、今年は利用者さんのカニ
の絵と、「59」という数字を組み合わせた火文字にし
ました。ジェリービーンズさんが歌ってくださる中、
勢いよく燃え上がる火
に、利用者さんと職員
はくぎ付けでした。
　全て終了し利用者さ
んが棟内へと帰った後、
ざざぶりの雨がふりま
した。みんなの思いが
届いたのだ、あのスケルトンのてるてる坊主のご利益
は確実にあった！と確信しました。

2022年度夏祭り実行委員長 村
むらた
田　恭

きょうこ
子

夏祭り報告 医療福祉センター野洲

　今年の夏祭りは、不安だらけの夏祭りでした。まず
は、夏祭り自体が開催できるかどうかです。世の中で
は、新型コロナウイルスの第７波が猛威を振るい、そ
の脅威はついにびわこ学園にも訪れてしまいました。
御家族、ボランティアさんの参加はかないませんでし
たが、そんな中でも開催できることがわかり、ほっと
しました。しかし、夏祭り実行委員全員が集まる回数
も少なく、夏祭りのイメージも自分の中で膨らまない
ままのスタートでした。前日に住棟の利用者さんたち
に描いてもらった絵をぺたぺたと貼り、垂れ幕を完成
させ、火文字にむけて縄網みを行い当日に備えました。

　ホッとしたのは束の
間、今度は晴れるかど
うか、外での開催がで
きるかどうかです。一
週間ほど前から天気予
報をチェックし、40％
だった降水確率が70％

になり、これはもしやとよからぬ思いがよぎりました。
当日の朝は曇り空の中、テントの設営や会場の準備に
とりかかりました。すると、前日の準備の際にはなかっ
た巨大なスケルトンのてるてる坊主がテントの骨組み
につるされていました。実行委員が作ったものではな
く、誰かなと思いつつも、みんな思っていることは同
じだとちょっと嬉しくもあり、心がポッとあったかく
なりました。
　今年は例年とは違い、古墳広場のステージでジェ
リービーンズさんが演奏をして下さいました。しかも
昼の部、夕の部の２回公演。午前中もっていた天気が、
午後になると雨が降りだし一旦中止を決断したものの、
雨雲レーダーにより雨は止む！ことがわかり急遽時間

　今年もセンター野洲の夏祭りに際し、後援会よりイベント補助をいただき、お天気には悩まされましたが、なんと
か無事開催することができましたこと感謝申し上げます。コロナ禍での開催も数回目となり、実行委員さんの試行錯
誤によって、利用者さん一人ひとりが、ご自分に合った楽しみ方で参加できる夏祭りにかたちをかえているように感
じます。コロナ禍でも、お祭りを楽しむ気持ちは火文字のごとく熱くもえています。たくさんの笑顔があふれる夏祭
りでした。� 後援会事務局　医療福祉センター野洲担当　豊口

― 1 ―

for a bright tomorrow

びわこ学園 № 126 2022年10月 1 日発行
びわこ学園後援会事務局
〒520-2321　  滋賀県野洲市北桜978-2
　　　　　　　びわこ学園医療福祉センター野洲内
TEL（077）587-1144  FAX（077）587-4211
ホームページ：https://www.biwakogakuen.or.jp

発行責任者　島田　司巳
編集責任者　豊口　みか



　お久しぶりです、そして初めまして松岡宏行と申し
ます。現在僕は滋賀県の近江八幡市にて割とストイッ
クに地元食材限定、有機野菜や琵琶湖の魚を使った食
堂を経営しており、そのかたわら近隣にお住まいの障
がい当事者さんたちが気軽に立ち寄れる月一回のバ
ザールを開催しています。当時びわこ学園で最重度さ
んたちの多かった一病棟で生活支援をしていた僕がこ
こにいたるまでの経緯をつらつら書き出しますね。し
ばらくおつきあいをお願いいたします。
　僕が第一びわこ学園（現医療福祉センター草津）で
働いていたのは1999年３月に退職するまでのほんの５
年間。入職以前の学生の頃にもアルバイトや行事のボ
ランティアで足掛け２年間関わらせていただきまし
た。学生のころ冬の期間バイトを探しているときに紹
介してもらったのが第一びわこ学園だったのです。
　水分補給やオムツ交換などを教えてもらいながら目
の前のことだけで精一杯だった初日。２日目の朝、当
時大プレと呼ばれていた部屋で利用者さんの日課や活
動の準備をしていた時に出勤してきた若い女性職員さ
んの「おはよー〇〇さん！なんでまた指くわえてんの
ん?!（握手をして）ほらおはよーやん、こっち見て！」
とさも当たり前の会話を聞いて、それまでに面接や説
明で聞いていた「生活の場」であることを実感してか
ら、僕はびわこ学園で働くことがとても楽しくなった
のでした。（その女性職員さん、今は法人でお世話に
なっている松岡千弥です。）
　オムツやお茶の補充、食器の熱湯消毒や片付けなど
の業務は飲食バイトの応用で割とすぐに慣れたものの
やはり言葉や表情で意図を推測出来ない利用者さんと
の関わりは、どうして良いか分からず先輩に尋ねると、

「いいよ！普通に接してええで！」いやいや分かんな
いですよ、普通ってなによ?!いま思えば当時は家族の
ように生活介助をしていた草創期から、同性介助や愛
称ではなく姓での敬称など現代的な支援へとダイナ
ミックに変化しつつある過渡期。職員と利用者との関
わりも様々で、戸惑うことも多かったのですが逆にそ
れが色々あって当たり前な「生活」なんだ、とものす
ごく納得した覚えがあります。そんなひと月のバイト
の間には同じく寮暮らしのバイトさんや職員さん、遊
びに来たOBさんたちと夜遅くまで療育や教育、そも
そも生活とは人権とは？と語り合ったことも多くあり
ました。
　入職後は先輩たちに教わりつつ、同期たちとは仕事
の疑問を話し合ったり、職種ごとに異なる専門知識を
伝えあったりもしました。特にPTの内藤くんとはそ
れぞれの視点で夜通し話し合ったりスキーやスノー
ボードを積んで雪山に行ったり、まるで学生時代のよ

学園生活が僕を動かす Source。
びわこ学園　　  通信Ｏ Ｂ

うに常に一緒に過ごし、楽しんでいたことを思い出し
ます。福祉の学校を出ていない僕自身の勉強のために
実習担当を多めに持たせてもらったり、研修のドク
ターにてんかんについてアレコレ質問して勉強会を開
いてもらったこともありました。
　もちろん仕事では人権への配慮やいかにして目の前
の対象者に快適を提供するか、そして何よりも事故の
ないように段取りや目配りをすることを常に求めら
れ、考え、実践をしてきたつもりです。髙谷先生に教
わった「観察すること」、口分田先生の仰る「安全・
安心・安楽」は飲食店を営む現在でも常に意識してい
ることです。とはいえ大きな失敗をしたこともありま
すし、そんなときに普段そっけない病棟課長のジョー
ク混じりのフォローに救われたこともありました。
　また、当時担当していた利用者さんたちと表現活動
を続けた成果を実践発表会で報告したときのこと。活
動のビデオを流しながら園内園外含む参加者を利用者
に見たて、ペープサートを使い実際の活動のように話
しかけをし、ビデオ映像を見ながら皆でジッ…と利用
者さんの反応を待つ、という内容だったのですが、ウ
トウトする方もなく構成も含めてよい発表だったフム
フムと満足して病棟に戻ろうとすると、口分田先生が
来られて「いやぁ松岡くん良い発表だったよ素っ頓狂
で！」。すっとんきょう！日常会話でその言葉使う人
初めてやわ！もちろん先生は「型通りではない」とい
う意味でホメて下さったのですが、すぐ横から田中ゆ
かりさんのチェックが入りました。「先生それホメ言
葉になってませんよ！」
　ある晴れた日には、利用者さんにしっかりストレッ
チと排痰をしてもらってから、通勤に使っていた小型
バイクにまたがりサングラスをかけて日光浴をしたり
もしました（ドクター了承済み）。ご家族にはとても
好評で、ずいぶん長い間その写真がベッドに貼ってあ
りました。
　30歳までには世界一周に出発したい、という学生の
頃からの目標もあり1999年３月に退職、前年に結婚し
た千弥とリュック背負って２年間の旅行へ。東南アジ
ア〜オーストラリア〜東アフリカ〜ヨーロッパ〜南ア
ジアを、多少のトラブルも経験したものの無事に帰国。
２年間旅行するのってどんな感じ？と今もよく尋ねら
れますが、引っ越しを100回したような感じという表
現が近いかも。目的の街に到着、宿を決めたら部屋に
自分たちのグッズを並べて過ごしやすく整え、宿の周
りを散策、美味しい食堂や屋台を探し観光した後にそ
の食堂に行くと「おかえりー」と迎えてもらう。そう
して１週間ほどの滞在でも街に顔見知りが出来て、挨
拶して立ち話をするといった住むような旅行を続けて

松
まつおか

岡　宏
ひろゆき

行� 食堂ヤポネシア　店主
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ように営業自粛や時短、業務制限もあり売り上げは当
然激減。コロナ禍の苦労はまだ生々しいので割愛いた
しますが、飲食サービス業としての存在意義を見失い
そうな危機感がありました。このあたりから利用者雇
用ではなく街自体の賑わい作りが課題となっていきます。
　夜の営業が出来るようになっても当然賑わいは戻ら
ずサテどうしよう？店での営業にこだわらず月に２回
ほどのペースで近隣のイベントや草津のマーケットに
出店したり、八日市のカフェバーで月イチ出張シェフ
をして瀬田や栗東の頃のお客さんに改めてごはんを食
べてもらう機会を設けたり新しい拠点でおなじみさん
を増やしたり。no-maとBRAH=artの多大な協力をえ
て開催した自立生活をする障がい当事者のドキュメン
タリー映画の上映会は併催のマルシェとともに大好
評。マルシェは現在も月に一度のスワイバザールとし
て継続中。各イベントで知り合った人気店に出店して
もらって集客を確保、初めての出店の方にはチャレン
ジショップ的なイベントとして定着しつつあり、近隣
の車椅子の方のご来場もあって予想以上の賑わいに驚
いています。
　またお客さまには医療や保健衛生に携わる方も多
く、皆が「健康」をもっと身近に感じられるよう、す
わい保健室というサークルを作り、スワイバザールで
の健康相談、ベテラン助産師を招いてのオンラインに
よる「性のおはなし」講座や、店舗での補完食（離乳
食）講座を開催しています。メンバーの中にはびわこ
学園でお世話になった石塚先生の息子さんもおられ懐
かしくも不思議な縁を感じています。
　ヤポネシアとしてももう少し年長のお子さんのいる
家庭向けや近くの高校での料理教室、地域の食材を利
用することの理由と意義などを中高の家庭科部の生徒
さんにお話しする機会も増えています。料理教室をし
た高校の生徒さんたちは自分たちでメニューを決めて
スワイバザールへの出店を目指すことにした、と後日
担当の先生からお聞きして驚くやら嬉しいやら。
　飲食サービス業に軸足を起きつつ、障がい者福祉と
は離れたり近寄ったりしていますが、やはり根底には
びわこ学園で学んだ「いかに快適を提供するか」「安
全安心安楽」が常にあり、働いてくれたスタッフたち
にもまず第一に伝えてきました。僕の思考や行動の基
盤を育ててもらったびわこ学園、そこで過ごした期間
は短いものですが、一生ものの５年間だと感謝してい
ます。

いました。
　帰国後は１年間大工として工務店で働いたあと、び
わこ学園の職員食堂にお世話になることに。もともと
料理をすることは好きでしたが、食堂では大量の仕込
み（毎回80〜100人前！）や怒涛のランチタイムの手
早くかつ的確な仕事を学びました。なにより職員の頃
からお世話になっていた枡谷さんご夫妻のもとで働け
る楽しさは何ものにもかえがたいものがありました。
　２年後に独立し瀬田の学園通りにて居酒屋開業。あ
りがたいことにスタッフにもお客さんにも恵まれ連日
にぎやかでした。「カウンターでお隣同士のお客さん
の会話をつなげる」これってソーシャルワークの原点
よね？居酒屋のマスターやスナックのママは街のメン
タルヘルスの最前線よね？と実感したのが現在の活動
につながっています。
　10年を機にその店をたたみ、栗東にてNPO法人の
運営する農業を主軸とする就労支援施設（B型）に合
流、そこで生産する自然栽培の野菜を使った食堂「オ
モヤキッチン」を立ち上げました。びわこ学園とは違
うタイプの障がい当事者の生活支援に新鮮な戸惑いを
覚えつつ、楽しくも忙しい日々。もみじ・あざみの元
職員でもある所長の縁もあり、大木会の施設の見学に
いったり、吉永太市先生のお話を聞いたりしてより色
濃く残る糸賀先生、岡崎先生、田村一二さんの思想に
改めて触れ、みんなが楽しく暮らす「生活」とは？を
改めて、そして常に考えていた時期でもありました。
　食堂は幸い忙しく、そんな中でも緻密な盛りつけを
してくれたり、笑顔と挨拶が絶品の利用者さんたちが
大活躍。特に作業所が運営する食堂ということをうた
わずとも皆の活躍する姿を見てもらえる場になってい
たと思います。
　とはいえそもそも利用者の就労先の少なさ、あって
も工場や清掃の仕事が多く利用者が働いていることを
世間が知る機会も少ないこと、ランチタイムの忙しい
２時間ではなく掃除や接客、その他の作業などを半日
や１日のなかで、願うなら街の人と関わりながら出来
る仕事ってなんだろうと考えて思いついたのが、簡素
な宿であるゲストハウスでした。立地は仕入れやケー
ス会議の際に立ち寄ってピンときた近江八幡。
　旅行業の勉強のためにスポーツ自転車店で２年間勤
務ののち独立。並行して探していた物件について各方
面に問い合わせたところ、古い町屋を宿業として使う
には消防法が、そして利用者を雇用するための助成金
の条件等がネックとなり断念。手慣れている飲食店で
利用者の雇用を目指すことにしました。茗荷村生まれ
という大家さんとのご縁で決めた物件は約200年もの。
古民家の外観は活かし、開放的な作りで床色はエメラ
ルドグリーンという東南アジアにありそうな食堂ヤポ
ネシア開店です。
　2019年の開業当初はランチよりも夜のご利用が多
く、狙いどおり外国人ツーリストに人気で連日の満席、
最近夜は英語しか話してないよね?!とバイトと苦笑い
するような日々でした。店や地域で音楽やマルシェの
イベントも何度か開催、雇用にはつながらなかったも
のの近くの作業所の利用者さんとの面談やホールの体
験も増えてきた頃のコロナ禍突入。その後はご存じの
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びわこ学園医療福祉センター野洲

事務部 野
の む ら

村　樹
たつき

さん
2022年４月より、びわこ学園医療福祉センター野洲の正規職員として入職。
趣味は生涯現役を目標にマスターズ陸上で投擲種目「やり投げ」をメインに楽しく活動中

Q 1
びわこ学園に入ろうと
思ったきっかけは？

年を追うごとに福祉関係の仕事をしたいと思うよ
うになり、自分の中で整理できたタイミングで出
会ったのが、びわこ学園でした。
育ってきた地元に当たり前のように身近にあった
施設で、今までの知識や経験を活かせる仕事内容
であったことや、全くの新しい環境であるにも関
わらず、なぜか懐かしい気持ちでスタートできそ
うな気がして入職を決めました。

Q 3
陸上競技と仕事、どのよう
に両立しているのですか？

県内にある陸上競技場を転々としながら、個人練
習やその地元の高校生や大学生に混じって練習を
しています。
普段は休日を利用することが
ほとんどですが、試合前や所
属クラブの合同練習会に参加
するときはナイターでも練習
したりするので、仕事をしな
がらでも充実しています。

Q 2
入職後、楽しい、嬉しい
と思う瞬間は？

設備関連や利用者さんの送迎などに携わっている
時は、やはりそういった仕事が好きなのか、自分
でも楽しんでいるなと感じます。
修繕で各病棟に行く機会も増えたことで、利用者
さんに顔を覚えてもらえて、目が合うと笑顔で手
まで振ってもらえた時は今まで経験したことのな
い嬉しさがありました。

Q 4 これからの目標は？

一つの目標であった県大会での優勝は昨年やっと
叶いました。
今年は故障した肘の回復に専念しながら、体づく
りをする一年にしたいです。
今後は他府県への試合参加やコロナで中止になっ
た全日本マスターズ、本来であれば今年関西で開
催されるはずが５年延期になったワールドマス
ターズ、これらの大きな試合に出場し、結果を少
しでも残していくことがこれからの目標です。

輝人☆彡びわこ学園
の

きらびと
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ととばば 絵絵のの具具箱箱ここ のの
たいよう活動紹介

　びわこ学園障害者支援センター　重症心身障害者通所施設たいようでは、仕事・からだ・音楽・表
現の４本の柱を軸に活動を展開しています。仲間と一緒に過ごす中で、１人１人にスポットが当たる
ような工夫をしています。

� たいよう　　大
おおやぶ

藪　規
のりあき

晃

【サンフラワーガーデン】
と名付けた花壇には、今年の夏
に素敵なひまわりが咲きまし
た。今後も季節を感じられる花
を利用者や保護者のみなさま、
地域のみなさまと楽しみながら
いっしょに育てていきたいと思
います。

音楽活動（音楽隊）
　音楽療法士とともに活動し
ています。療法士のピアノや
サックスなどの音をキラキラ
した目で受け止めている様子
が見られています。また楽器
で音を鳴らしたり歌を歌った
りといったそれぞれの表現が
見られています。

出来上がった和紙を使って
ポチ袋や、カードを作っています。

紙すき活動
　紙を破って、ミキサーでパルプ液を作
り、それを漉いて和紙を作っています。
それぞれの工程で個々の楽しみがあり、
漉いた和紙の水切りを手でトントンと楽
しそうに叩く様子などが見られています。

創作活動
　絵画など創作活動を通し
て、本人が主体的に楽しめる
よう工夫して提供していま
す。色を重ねることや、こす
るようにキャンバスへ筆を動
かしたりと、それぞれの楽し
みが活動の中では見られてい
ます。

たいようの日常の様子や活動
については、たいようブログ

「TAIYO NEWS!!!」をご覧く 
ださい。
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谷本　　弘	 田邉　輝子	 中澤　偉久	 西　　文子
西田　節子	 能勢　光明	 橋村　忠良	 林　　博明
福本　和子	 堀江　佳子	 本田マサ子	 前河　正義
丸岡　重隆	 明光　竹夫	 森　　幸雄	 元田とも子
山本　榮一	 益田美代子	 浅井多喜雄	 後藤キミ子
濱　由佳子	 大橋　末雄	 小川きぬ代	 奥村　文子
榎　　宏之	 千田　涌三	 川上　　進	 大黒　智行
竹中　良枝	 谷口　　晃	 堤　　末彦	 仲野　　茂
新見　千恵	 西浦ひさ江	 西村　隆宏	 仁田普一郎
野田　文子	 林　　髙春	 原田徳兵衞	 戸次　公正
武藤　一美	 大原よし子	 吉川　朝子	 吉永　清夫
米津　節子	 渡辺有久子	 岩田　淑子	 時札　節雄

［2023年度分会費］

深田　佳子	 水谷　　修	 金子紀久子	 市原　邦雄
宮本　英夫	 杉本　直樹	 大田眞理子	 松岡　昌子
瀬良田淑江	 住友あや子	 南　　安次	 古寺　恵子
塚本　正弘	 塚本　昌子	 若林　登子	 田中　宏明

［2024年度分会費］

金子紀久子	 中須賀ツギ子	 瀬良田淑江	 住友あや子

［2025年度分会費］

金子紀久子	 中須賀ツギ子

［2026年度分会費］

中須賀ツギ子

後援会会費納入者ご芳名
★2022年4月1日～2022年7月31日受付分

［2022年度分会費］

高橋　隆幸	 田中　宏明	 遠藤　六朗	 島田　司巳
島田　寛子	 荒川　　智	 坂野　幸江	 髙橋　博美
口分田政夫	 中冨　惠子	 船橋　篤彦	 江﨑喜久雄
服部　　章	 一木　猛彦	 將亦冨士夫	 立岩　祥子
立入　幸基	 中西　晃一	 伴　　幸彦	 林　　隆一
大東　知子	 洞　　正子	 安藤　正春	 瀬良田淑江
山田　俊子	 諸岡　茂實	 谷口嘉代子	 木田　昌秀
中村　昭代	 小幡　良雄	 松本　　哲	 西浦　正一
植松　潤治	 多田　勝則	 藤村　孝夫	 藤村　輝男
松田　静子	 森　　哲弥	 森　富佐子	 七里のり子
ピアーズ保護者会 さくらはうす家族の会 野洲市野洲赤十字奉仕団
市村　康和	 尾見　吉延	 垣貫　邦男	 小松　光義
沢　　正一	 髙田　　泰	 高橋　昌子	 田邉　和子
前田久美子	 橋口　節郎	 垰　真寿美	 馬杉　朝治
光吉　俊子	 山本　芳子	 吉永　　滋	 秋田　雅之
秦　紀久子	 磯尾　見生	 上田　　博	 山岸　真弓
川田　忠夫	 北村　庸雄	 木戸　　實	 北本　宰一
久保川信雄	 小寺　理恵	 小林　道夫	 白井　　実
齊藤　和子	 豊永ふさ子	 中川　　昭	 西澤　伸司
西澤　　誠	 西村　　悟	 長谷川一子	 古川　武義
松林　聖一	 三宅　　精	 本舘　　勇	 山本　節子
若林　敬司	 七里　壽子	 渡瀬　さと	 井上　和夫
上田　淑子	 浦　　伸年	 大見　　中	 柏木　英秋
岸野ヒサエ	 磯崎　聖子	 佐野　富子	 外山　妙子
曽田　武男	 髙井かづみ	 鳥居　宣俊	 中谷　佐敏
永田　雅子	 西田太治郎	 荻曽　潤子	 幣　　尚子
増田　潤一	 松井与三郎	 松田　　徹	 稲垣千賀子
立岡ひろ子	 梅本　　勉	 大﨑　よし	 大橋　政子
音瀬さえ子	 金谷　克子	 加藤　　博	 河村　善一
黄瀬　金司	 久野　春夫	 桒原美代子	 小泉長志郎
澤田　喜勝	 島田　綾子	 島村　初美	 菅井　定幸
田代　昭次	 髙橋まき子	 竹本　豊春	 塚本登志子
中山　由花	 林　　正浩	 増田　隆治	 枡谷　幸一
水野　達郎	 宮澤　智子	 村山　　実	 梅井　幸子
山岡・安達	 山中　健男	 山本　喜平	 下出　美香
大瀧　定子	 西澤みどり	 荻原　　寛	 葛田とみ子
齊田　　浩	 斎藤　恵子	 佐野　勝彦	 角田　憲隆
髙岡　敏子	 髙橋　正一	 高橋　麗子	 田中　敬久

（敬称略、順不同）

後援会寄付金納入者ご芳名
★2022年4月1日～2022年7月31日受付分

岩井　敏子	 宗友　良憲	 塚本　章子	 駒井　　潔
千代　謙治	 白井　靖子	 大東　知子	 瀬良田淑江
堀井　三正	 諸岡　茂實	 中村　昭代	 斎藤　惇生
小幡　良雄	 稲垣　裕子	 植松　潤治	 粟津　順子
谷川　睦弓

（敬称略、順不同）

みなさま、いつもありがとうございます
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びわこ学園後援会では会員を募集しています！
　びわこ学園後援会は「この子らを世の光に」という理念のもと、重い障害を持たれ
ている方がたへ支援しているびわこ学園の事業支援や事業理解をより多くの方に拡げ
ていくことを目的に活動しています。
　この活動趣旨をご理解いただき、ご賛同いただける方を募集しています。

ご入会していただくと
●びわこ学園後援会ニュース、びわこ学園だよりを送付します（年３回）。
●�びわこ学園記録映画「夜明け前の子どもたち」「わたしの季節」のDVDを販売価
格から一割引き（￥5,000⇒￥4,500）で購入できます。

ご入会の手続きについて
　下の振込取扱票を切り取っていただき、必要事項をご記入の上、郵便局で手続
きをお願いします。（手数料は無料です。）
　また、振込取扱票が無い場合は、直接事務局宛にご請求下さるか郵便局に備え
付けの振替用紙に以下をご記入の上、手続きをお願いします。
（口座番号　01080　2　9958　社会福祉法人　びわこ学園後援会）

会費
個人：3,000円　　　法人・団体：30,000円（年一口）

口
座
番
号

0 1 0 8 0 2
通常払込
料金加入
者 負 担

9 9 5 8
加
入
者
名

社会福祉法人
びわこ学園後援会

金
　
額

千 百 十 万 千 百 十 円
※

ご
依
頼
人

おなまえ
※

料
　
金

日　 附 　印

備
　
考

振替払込請求書兼受領証

各
票
の
※
印
欄
は
、
ご
依
頼
人
に
お
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、
そ
の
個
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

0 2 大　  阪
通常払込料金
加 入 者 負 担

口座番号 金
　
額

千 百 十 万 千 百 十 円

0 1 0 8 0 2 9 9 5 8
※

加
入
者
名

社会福祉法人  びわこ学園後援会
料
　
金

備
　
考

通

信

欄

※
1 ． びわこ学園後援会会費� 年度　　 　　口　　　　　　 　円
2 ． びわこ学園後援会寄付金� 円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 紹 介 者

ご
依
頼
人

※
（〒　　　　 －　　　　 　）
おところ

おなまえ

（電話　　　　 　－　　　　－　　  　　）

日
　
附
　
印

払 込 取 扱 票

裏面の注意事項をお読みください。（ゆうちょ銀行）（承認番号京第2567号）

これより下部には何も記入しないでください。

この受領証は、大切に保管してください。



（ご注意）
・この用紙は、機械で処理しますので、
金額を記入する際は、枠内にはっきり
と記入してください。また、本票を汚
したり、折り曲げたりしないでくださ
い。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は郵便
局の払込機能付きATMでもご利用いた
だけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又は郵
便局の渉外員にお預けになるときは、
引換えに預り証を必ずお受け取りくだ
さい。
・ご依頼人様からご提出いただきまし
た払込書に記載されたおところ、おな
まえ等は、加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠となる
ものですから大切に保管してください。

収 入 印 紙

5万円以上

貼 付

印 この場所には、何も記載しないでください。

編 集 後 記

　先日、某テレビ局の○○時間テレビを見まし

た。小学６年生の女の子が、トライアスロンに

挑戦している姿を追っていました。スイムの時

は雨が降り、バイクやランの時は風が吹くよう

な天候の中、最後まで走り切って目標を達成し

た姿は、見ている人たちの心に熱いバイブレー

ションを届けてくれました。何かを始める時、

やる前から諦めてしまっている事がたくさんあ

るけれど、小さな一歩を踏み出す勇気と積み重

ねる根気が私には必要だと感じました。年齢や

時間のなさを理由に何も始めないのは、本当に

もったいない！と、頭だけではなく心で感じな

ければからだは動かないですよね。これからの

私の人生が諦めの連続にならないように、心に

届いた熱いものを大切に持っていたいと思いま

す。（Ｔ）

後援会会費・寄付金納入者累計
区 分 当期受付分 累　　 計

会
　 

　
費

2022年度分

会 員 数 201人 201人

口 数 238口 238口

金 額 721,000円 721,000円

2023年度分

会 員 数 17人 17人

口 数 17口 17口

金 額 51,000円 51,000円

2024年度分

会 員 数 ４人 ４人

口 数 ４口 ４口

金 額 12,000円 12,000円

2025年度分
～2026年度分

会 員 数 ３人 ３人

口 数 ３口 ３口

金 額 9,000円 9,000円

後援会寄付金

区 分 当期受付分 累　　 計

会 員 数 17人 17人

金 額 122,000円 122,000円


